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我が国の主要なサトウキビ生産地域は、鹿児島県と沖縄県の島々から構成される南

西諸島である。鹿児島県熊毛地域の種子島は南西諸島の最北に位置し、奄美地域や

沖縄県各地域に比べて低温で、特に生育の立ち上がりが遅れるためサトウキビの生育期

間が短く、糖度水準が低い。しかし、土壌が保水性に優れるため茎伸⾧に有利であり、ま

た、早春の低温対策として世界的にも珍しいマルチ栽培を実施していることにより、収量

水準は他の地域に比べて高く推移してきた。 

しかし、近年では、高齢化や担い手不足にともない生産者一戸当たりの栽培面積が

増えて大規模化したことから、収穫と植え付けが重なる早春の作業競合が著しくなった。

収穫作業の機械化が進展し、生産者の負担軽減がはかられたが、依然として収穫後の

株出し管理時期の遅れや株出しでのマルチ未設置など、株出しでの萌芽不良をまねく状

況が常態化しており、種子島の約7割を占める作型である株出しでの減収要因となってい

る。 

種子島における主要品種「NiF8」は、耐病性に優れており、丁寧な栽培管理が実施

されている状況下では収量も比較的安定していた。しかし、近年では栽培管理の粗放化

に加えて、機械収穫時の株の引き抜きや踏圧が原因と考えられる欠株や萌芽不良も顕

在化し、株出しでの単収の減少が顕著である。そのため、機械収穫に適性を有し、株出

し萌芽性に優れる品種が強く求められてきた。 

他方、国内のサトウキビ育種では株出し萌芽性の改良のため、サトウキビ野生種と製

糖用品種の種間交雑に取り組んできた。これまでに、低糖度であるものの多回株出しで

の萌芽性と収量性に極めて優れる種間雑種を作出するとともに、それらを再び製糖用品

種と交配することで糖度水準の改良を重ねてきた。 

本手順書で紹介するサトウキビ新品種「はるのおうぎ」は、こうした取り組みにより育成し

た株出しでの収量性と高糖性を兼ね具えた品種であり、耐倒伏性に優れ機械収穫への

適性にも優れる特性を有している。  

はじめに 
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 免責事項 

 農研機構は、利用者が本手順書で紹介する「はるのおうぎ」を利用したこと、あ
るいは「はるのおうぎ」を利用できないことよる結果について、一切責任を負いませ
ん。 

 本手順書に記載された「はるのおうぎ」の特性に関する各種のデータは育成地お
よび熊毛地域の関係機関が実施した試験結果に基づくものであり、 地域や気
候条件等より変動することにご留意ください。また、熊毛地域においても、気象
条件、圃場規模、栽培管理方法やその他の条件より収量性や品質が変動す
ることにご留意ください。 
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中項目１のタイトル（Meiryo UI16ポイント）文字色改変可 

1. 南西諸島におけるサトウキビ生産 

(1) 国内の主要なサトウキビ生産地域 

我が国の主要なサトウキビ生産地域は、鹿児島県と沖縄県の島々から構成され

る南西諸島である（図1）。最北に位置する鹿児島県の熊毛地域に属する種子

島から、最も南に位置する沖縄県の宮古・八重山地域に属する石垣島まで、その距

離は1,000kmに達する。その間に沖縄県の沖縄本島地域、南北大東島地域、鹿

児島県の奄美地域があり、複数の島々が点在している。各島々では、島の規模に

応じて分蜜糖工場（還元糖やミネラル分を含む糖蜜を分離して粗糖（ショ糖の結

晶）を製造する工場）あるいは含蜜糖工場（糖蜜を分離せずに黒砂糖を製造す

る工場）があり、2020年時点では、面積の大きい島を中心に分蜜糖工場が16か

所、小規模離島において含蜜糖工場が8か所に設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．鹿児島県熊毛地域向けサトウキビ品種「はるのおうぎ」 

図１ 国内の主要サトウキビ生産地域 
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(２) サトウキビの作型 

サトウキビの作型には新しく種苗（茎）を植え付ける「新植」と、収穫後に株から

再生してくる萌芽茎を栽培して翌年に再び収穫する「株出し」がある（図2）。新植

では、春に植え付けを行う場合を「春植え」、夏に行う場合を「夏植え」と呼ぶ。株出

しは、植え付け作業を省略でき、苗代も不要であることから、新植に比べて低コストな

作型である。現在では、鹿児島県、沖縄県のいずれにおいても株出しの割合が最も

多い（図3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 種子島のサトウキビ栽培暦と管理作業のポイント 
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(３) サトウキビの収穫 

サトウキビの収穫は、人力で茎を刈り取る手刈り収穫と、ケーンハーベスタ（以下、

ハーベスタ。図4）による機械収穫がある。高齢化や担い手不足に伴い、労力が少

なくて済む機械収穫の割合が増加している（図5）。機械収穫では、収穫時に株が

引き抜かれたり、ハーベスタの踏圧による株の損傷や土壌の硬化などが生じるため、

株出し栽培での萌芽不良の要因となり得る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 サトウキビ収穫機械 
（ケーンハーベスタ） 

図 5 鹿児島県と沖縄県における
機械収穫率の推移 
(データ出典:鹿児島県及び沖縄県｢さとうきび 

および甘しゃ糖生産実績｣) 
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2. 熊毛地域（種子島）におけるサトウキビ生産 

(１) 種子島におけるサトウキビ生産の概要と現状 

熊毛地域の種子島は南西諸島の最北に位置し、奄美地域や沖縄県各地域に

比べて低温である（図6）。特にサトウキビの生育が停滞する冬の期間が他の地域

と比べて⾧く春先の生育の立ち上がり（発芽・萌芽）が遅くなるため、生育期間が

短くなり糖度水準は低い。一方で、火山灰に由来し、保水性に優れる黒ボク土が広

がっているため、サンゴ石灰岩に由来する保水性の低い土壌が広がる奄美や沖縄の

各地域に比べて夏季の茎伸⾧に有利である。また、早春の低温対策として世界的に

も珍しいマルチ栽培を実施していることにより、収量水準は他の地域に比べて高く推

移してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、近年では、高齢化や担い手不足にともない生産者一戸当たりの栽培面積

が増えて大規模化したことから、収穫と春植えの植え付けが重なる早春の作業競合

が著しくなった。収穫作業の機械化が進展し、生産者の負担軽減がはかられたが、
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依然として収穫後の株出し管理（深い位置から萌芽させるために収穫後に刈り株の

上部を再び切断して刈り取り高さを下げつつ揃える「株揃え」や、新根の発達を促す

「根切り・排土」、および施肥などの管理作業の総称）の実施時期の遅れや株出し

でのマルチ未設置など、株出しでの萌芽不良をまねく状況が常態化しており、種子島

の約7割を占める作型である株出しでの減収要因となっている。株出し単収の減少

は生産者の経営を圧迫し耕作意欲を低下させ、栽培農家戸数および栽培面積の

減少をもたらす要因にもなっている。実際に、不作が続いて低単収が顕著であった直

近の数年間において、種子島の栽培農家戸数は年間100戸以上（図7）、収穫

面積は年間100ha以上のペースで急減している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 鹿児島県の離島におけるサトウキビ栽培農家戸数の推移 
図中の値は各年期の各離島におけるサトウキビ栽培農家戸数の
2008/2009 年期に対する比率（％）。なお、2008/2009 年期の総戸
数は 9,257 戸である。 
(データ出典:鹿児島県及び沖縄県｢さとうきびおよび甘しゃ糖生産実績｣) 
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(２) 種子島の主要普及品種とその課題 

種子島では⾧期にわたり「NiF8」が主要普及品種として栽培されてきた。現在でも

島内の栽培面積の55.3％ (2018年産) を占める。「NiF8」は黒穂病やさび病類

などへの耐病性に優れ、丁寧な栽培管理が実施されている状況下では収量も比較

的安定していたが、近年では株出しでの収量が減少している。その要因としては、一

戸当たり経営面積の増加にともない収穫と春植えの植え付けが重なる早春の作業

競合が著しくなり、収穫後の株出し管理時期の遅れや株出しでのマルチ未設置など

萌芽不良をまねく状況が常態化してきていること、および、機械収穫時の株の引き抜

きや踏圧などが原因と考えられる欠株が生じることなどが挙げられる。そのため、近年

では株出し萌芽性に優れる「NiTn18」や「Ni22」の栽培面積が急増している（図

8）。 
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しかし、「NiTn18」は茎伸⾧が旺盛で収量性に優れる一方で、倒伏しやすく収穫

時の作業効率が劣るという課題を有する。「Ni22」は早期高糖性に優れ品質面での

優位性を持つが、株出しが続いた場合に細茎化して減収することが課題として挙げら

れている。そのため、熊毛地域では株出し萌芽性に優れ、多収で、かつ機械収穫に

適性を有する品種が強く求められている（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

品種 ⾧所 短所

NiF8
高糖性に優れる。
耐病性（黒穂病ほか）に優れる。
脱葉性が‟易”で手刈りしやすい。

機械収穫では株の引き抜きなどにより萌芽不良の傾向。
無マルチ栽培では萌芽不良により減収。

NiTn18
茎伸⾧に優れ多収。
無マルチ栽培が可能。
株出し萌芽性に優れる。

茎の伸びすぎによる乱倒伏が発生しやすく収穫しにくい。
黒穂病抵抗性が‟極弱“。
脱葉性に劣るため手刈りしにくい。

Ni22 早期高糖性に優れる。
株出し萌芽性に優れる。 株出しで細茎化により減収傾向。

表１ 種子島における普及品種の⾧所と短所 
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3. 熊毛地域向け新品種「はるのおうぎ」の特性 

(１) 来歴 

「はるのおうぎ」の育成においては、株出し多収性と高糖性を育種目標とした。その

実現に向けて、多回株出しでの収量性に極めて優れる飼料用サトウキビ品種

「KRFo93-1」を母本（種子親）、早期高糖で一茎重が重い製糖用品種

「NiN24」を父本（花粉親）として用いた。母本とした「KRFo93-1」は、我が国でも

かつて広く栽培された世界的に有名な製糖用品種「NCo310」（南アフリカ糖業試

験所育成）と、インドネシア由来のサトウキビ野生種「Glagah Kloet」の種間交雑

により作出された種間雑種である。「KRFo93-1」を製糖用品種に再交配して作出

された「はるのおうぎ」は、野生種からわずか2世代で実用化に至った世界的にも稀な

事例である（図９）。2019年3月に農研機構と国際農林水産業研究センターが

共同で品種登録出願した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図９ 「はるのおうぎ」の系譜 
（「はるのおうぎ」の名称は、農林水産省の公募を経て決定された。） 

 (はるのおうぎ)

CP57-614

CP53-17

NiN24

KRFo93-1

Glagah Kloet

PT52-18

CL47-143

F167

KY10-1380

Co421

F156

                (インドネシア産野生種)

NCo310

Co312
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(２) 熊毛地域における収量と品質、原料茎の特徴 

育成地（農研機構 九州沖縄農業研究センター 種子島研究拠点）における

生産力検定で「はるのおうぎ」の原料茎重は、新植（春植え）、1回株出し、2回株

出しのいずれの作型でも「NiF8」以上であった（表２）。甘しゃ糖度（茎に含まれる

ショ糖の重量百分率）は「NiF8」と同程度である。可製糖量（単位面積当たりショ

糖生産量）は「NiF8」より多く、「NiF8」比では春植えで平均131％、1回株出しで

は平均155％、2回株出しでは平均146%であった（図10）。鹿児島県農業開

発総合センター熊毛支場（以下、熊毛支場）および種子島糖業振興会（以下、

種糖振）による奨励品種決定調査の結果も同様の傾向を示し、全試験を平均し

た可製糖量の「NiF8」比は春植えで139％、1回株出しで158％であった。「はるの

おうぎ」は「NiF8」に比べて茎⾧が同等かやや短く、細茎で一茎重は軽いものの、茎

数が極めて多いため特に株出しで明確な茎数型多収性を示す品種である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 25 50 75 100 125 150

春植

1回株出し

2回株出し

春植

1回株出し

春植

1回株出し

春植

1回株出し

はるのおうぎ

NiF8

可製糖量（kg/a）

育成地

全平均

熊毛支場

種糖振

31%増

55%増

46%増

31%増

25%増

57%増

99%増

39%増

58%増

図１０ 「はるのおうぎ」の可製糖量 
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(３) その他の特性（病害抵抗性、萌芽性、耐倒伏性） 

【病害抵抗性】 

主要病害に対する抵抗性を表３に示す。サトウキビ栽培における最重要病害で

数値は、複数回の栽培試験の平均値である。 
生産力検定試験は、育成地にて実施した。奨励品種決定調査は、熊毛支場およ
び種糖振にて実施した。 
「はるのおうぎ」の成績にあるカッコ内の数値は、標準品種「NiF8」に対する比率。 

表２ 鹿児島県熊毛地域における「はるのおうぎ」の試験成績 

春植え 4作 平成27-30年 春植え 2作 平成29-30年 春植え 2作 平成29-30年

1回株出し 3作 平成28-30年 1回株出し 1作 平成30年 1回株出し 1作 平成30年

2回株出し 2作 平成29-30年

NiF8
(標準)

NiF8
(標準)

NiF8
(標準)

原 料 茎 数 (本/a) 1,439 (155) 931 1,625 (160) 1,014 1,831 (192) 956

原 料 茎 ⾧ (cm) 224 (92) 244 216 (105) 206 212 (101) 209

原 料 茎 径 (mm) 20.6 (92) 22.5 18.8 (83) 22.7 17.3 (83) 20.9

一 茎 重 (g) 685 (84) 818 542 (74) 732 623 (78) 798

原 料 茎 重 (kg/a) 973 (129) 756 884 (119) 743 1,133 (149) 759

甘しゃ糖度 (%) 12.4 (102) 12.1 12.8 (112) 11.4 12.7 (109) 11.6

可 製 糖 量 (kg/a) 110 (131) 84 94 (131) 72 119 (157) 76

原 料 茎 数 (本/a) 1,887 (171) 1,106 2,065 (182) 1,134 1,929 (204) 944

原 料 茎 ⾧ (cm) 244 (103) 238 221 (109) 202 211 (107) 197

原 料 茎 径 (mm) 19.4 (95) 20.5 17.0 (83) 20.6 18.7 (93) 20.1

一 茎 重 (g) 619 (95) 649 464 (71) 655 633 (89) 710

原 料 茎 重 (kg/a) 1,172 (163) 719 959 (130) 738 1,225 (184) 667

甘しゃ糖度 (%) 11.8 (95) 12.4 11.8 (99) 11.9 12.8 (107) 12.0

可 製 糖 量 (kg/a) 127 (155) 82 96 (126) 77 133 (198) 67

原 料 茎 数 (本/a) 1,930 (143) 1,348 － －

原 料 茎 ⾧ (cm) 218 (101) 215 － －

原 料 茎 径 (mm) 19.6 (96) 20.5 － －

一 茎 重 (g) 583 (104) 558 － －

原 料 茎 重 (kg/a) 1,097 (147) 746 － －

甘しゃ糖度 (%) 10.5 (101) 10.4 － －

可 製 糖 量 (kg/a) 98 (146) 67 － －

注1）特性値における(  )内の数値は標準品種である「NiF8」に対する百分率(％)を表す。
注2）1回、2回株出しは、それぞれ春植え、1回株出し収穫後の株出しを示す。

はるのおうぎ

－ －

－

－ －

　
春
　
植
　
え

はるのおうぎ はるのおうぎ

－

－

　　　　　　　　　　　　　品種
作型｜形質

鹿児島県
農業開発総合センター

熊毛支場
種子島糖業振興会

農研機構
九州沖縄農業研究センター
種子島研究拠点(育成地)

調査年次

調査地

－

－

－

－

1
回
株
出
し

2
回
株
出
し

－

－

－
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ある黒穂病に対する抵抗性は、「NiF8」の“強”、「NiTn18」の”極弱”、「Ni22」の”

中”に対して「はるのおうぎ」は”弱”である。一方、さび病およびモザイク病に対する抵

抗性は、「はるのおうぎ」はいずれも”強”で、他の品種と同等以上の抵抗性を有して

いる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【萌芽性、耐倒伏性】 

「はるのおうぎ」は、株出しでの萌芽性に優れ、育成地の試験結果では手刈り収

穫、機械収穫のいずれにおいても収穫後の萌芽数が「NiF8」より多い（図11、

表３ 「はるのおうぎ」の主要病害抵抗性、耐倒伏性 

1) 黒穂病は沖縄県農業研究センター作物班と鹿児島県農業開発総合センター
大島支場、さび病は育成地と熊毛支場、モザイク病は育成地で判定した。耐倒
伏性は、育成地、熊毛支場、種糖振で実施した生産力検定試験で評価した。 

2) 黒穂病は、罹病茎の先端から薄い灰色の膜に包まれた黒色の⾧い鞭状物を抽
出し胞子を飛散させる。春植え、新植では発病は少ないが、株出し回数が多くな
るにつれて、発病株が増え、欠株増加の一因となる。 

3) さび病は、さび状の褐色や黄色のさび状の病斑が特徴で、病斑の密度が高くなる
と葉が枯れる。春および秋に多発し、夏および冬には病勢がやや停滞する。窒素
肥料の施用過多や通風のよくない場所で発生が多いとされる。 

4) モザイク病は、一般には、緑色の葉に淡黄色や濃緑色で、葉脈に沿った⾧さ不ぞ
ろいな短条を生じ、特に半展開の若い葉の基部に近いところで明瞭となる。汁液
伝染やアブラムシ伝染する。 

黒穂病 さび病 モザイク病

はるのおうぎ 弱 強 強 強

NiF8 強 強 強 やや強

NiTn18 極弱 中 強 やや弱

Ni22 中 やや強 やや強 やや強

主要病害抵抗性
品種名 耐倒伏性
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12）。熊毛地域における各試験（熊毛支場および種糖振による手刈り収穫）でも

同様の結果が得られている。総じて、萌芽率は「NiF8」に比べて約3割以上高い値

を示す。また、「はるのおうぎ」は、「NiF8」をはじめとする熊毛地域の普及品種に比べ

て耐倒伏性に優れるという特徴を有している（表３）。多収でありながら倒伏しにく

いということから、機械収穫時の作業効率、労働生産性を向上させる効果が期待さ

れる。  
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図１１ 「はるのおうぎ」の手刈り収穫後および機械収穫後の萌芽数 
手刈り収穫は育成地における生産力検定試験の1回株出しと2回株出しでの萌
芽数（1回株出しは春植え収穫後、2回株出しは1回株出し収穫後の萌芽数
調査による）。また、機械収穫は育成地におけるケーンハーベスタ収穫試験での
株出し1回目の萌芽数（春植え収穫後の萌芽数調査による）。 
いずれも別個の試験での結果であるため処理間の比較はできない。 
図中の * および *** は、各試験で品種間の萌芽数について分散分析した結
果、5％水準および0.1％水準で有意差が認められたことを示す。 
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(４) 作型 

熊毛地域では、春植え栽培の後に株出し栽培（2～3回程度）を行う栽培体

系が9割以上を占めており（2018年度）、「はるのおうぎ」も同様に「春植え－株

出し」体系での利用が想定される。他方、収穫と植え付けが重なる2～3月の作業

集中への対策として、近年、熊毛地域では夏（秋）植え栽培が増加しつつある。

具体的には、2015年度以前は収穫面積の1～2％であったが、2016年度以降は

4～5％となり、今後も増加する可能性が有る。熊毛地域における「はるのおうぎ」の

夏（秋）植え栽培での収量性については鹿児島県農業開発総合センターによる

栽培試験が開始されたところであり（2019年度）、今後、「夏（秋）植えー株出

し」体系への適用可能性について検討を行う。 

なお、「はるのおうぎ」は株出し萌芽性に優れることから、株出し栽培の継続年数が増

図１２ 種子島の生産者圃場における「はるのおうぎ」の萌芽状況 
写真の左側は「NiF8」、右側は「はるのおうぎ」の株出し1年目の状況。鹿児
島県熊毛郡南種子町の生産者圃場における春植え収穫後の萌芽状況を示
す。収穫は2019年3月中旬にケーンハーベスタにて実施し、収穫後はマルチを
敷設せずに株出し栽培した。写真は同年4月19日に撮影した。 
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加する可能性が有る。これまでに 2 回株出しまでの収量性に優れることを確認済み

であるが、多回株出しでの収量性については現在、生産者圃場等での栽培試験を

実施しているところであり、結果が得られた後に速やかに情報発信する予定である。 
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4. 栽培上の留意点 

(１) 黒穂病抵抗性 

「はるのおうぎ」は沖縄県農業研究センター作物班による特性検定では‟弱”と判

定され、「NiF8」に比べて黒穂病抵抗性に劣る。株出し萌芽性に優れる「はるのおう

ぎ」が普及した場合、従来よりも株出し継続年数が増加すると考えられ、黒穂病に

罹病した場合に複数年にわたり胞子を飛散させることが懸念される。熊毛地域では

黒穂病抵抗性に優れる「NiF8」が約25年間にわたり収穫面積の大半を占めていた

ため、現在は黒穂病の発生は確認されていない。しかし、「はるのおうぎ」の普及開始

後は定期的な種苗更新、健全な採苗圃の設置、植え付け時の苗消毒、発生確認

時の罹病株の抜き取り等に努める必要がある。 

 

(２) 収穫、出荷 

「はるのおうぎ」は脱葉性に劣り、かつ茎数が非常に多いため、機械収穫での利用

が前提となる。 

また、収穫後、圃場からの原料出荷や工場での圧搾までに時間を置くことを「刈り

置き」と呼ぶが、刈り置き期間が⾧くなると原料茎中のショ糖が分解されるとともに、生

成された劣化成分が製糖の阻害要因となるため歩留まりが低下する。刈り置き試験

の結果では、「はるのおうぎ」の蔗汁品質の劣化の程度は、かつて熊毛地域を含む南

西諸島各地において主要普及品種であった「NCo310」と同程度で、「NiF8」よりも

劣化しやすい。そのため、「はるのおうぎ」は、収穫後は速やかに製糖工場に搬入し製

糖することが望ましい。 
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5. 種苗の入手先 

サトウキビの場合、鹿児島県あるいは沖縄県の奨励品種として採用された品種につい

て、県の種苗増殖計画に基づいて農研機構種苗管理センターが、育成地から提供され

た元種苗を無病化した後に増殖して原原種を生産する（図13）。その翌年、県から委

託された種苗増殖農家が原原種を基に原種を生産し、さらに翌年、採種農家が原種か

ら原料（製糖工場の原料として出荷するサトウキビ）生産用の種苗を生産する。一般

の農家は、この原料生産用種苗を購入して出荷用の原料サトウキビの生産を行う。 

「はるのおうぎ」の場合、原料生産用種苗の一般農家への販売は2022年（令和4

年）の春を予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 普及対象地域 

「はるのおうぎ」の普及対象地域は鹿児島県熊毛地域であり、鹿児島県は2019年8

月に「はるのおうぎ」を同地域の奨励品種として選定した。また、鹿児島県奄美地域での

奨励品種決定調査において良好な成績が得られたことを踏まえ、2020年8月に奄美地

域へも普及対象地域が拡大された。沖縄県各地域では奨励品種決定調査を継続中

である（2020年８月現在）。 

図１3 サトウキビにおける一般的な種苗供給の流れ 

2022年2021年2020年2019年増殖計画
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7. 経済効果 

育成地の生産力検定および熊毛地域の奨励品種決定調査の結果を基に、「はるの

おうぎ」の甘しゃ糖度が主要品種「NiF8」と同程度、単収が「NiF8」より3割増加すると

仮定した場合、2018/2019年期の熊毛地域平均単収を基準とすると10aあたり約

1.6トンの増収となる。熊毛地域において、「はるのおうぎ」が「NiF8」の代替として

1,150haに普及した場合、熊毛地域として約1.8万トンの増収となり、サトウキビ買取

価格を2.1万円／トンとすれば、約3.8億円/年の増益が見込める。 

 

 

8. 普及戦略 

熊毛地域における「はるのおうぎ」の製糖原料用の種苗配布は、2022年（令和4

年）の春に開始予定である（後述）。これを踏まえ、2025年度を目途に、既存の主

要品種「NiF8」を主な代替対象品種として1,150 haの普及が見込まれている。これは

2017年度の同地域の収穫面積（約2,300 ha）の5割に相当する面積である。 

種苗配布後は、株出しでの収量性が低下している「NiF8」を主な代替対象として普

及を進める。ただし、「はるのおうぎ」は茎数が非常に多く、また、脱葉性が‟難“であるため、

手刈り収穫が困難である。そのため、当初はハーベスタ収穫を行う生産者を中心に普及

を進めることが想定される。 

また、「はるのおうぎ」の黒穂病抵抗性が‟弱“であること、および熊毛地域における普

及品種のうち黒穂病抵抗性が‟強”であるのは「NiF8」のみであることから、黒穂病の発

生を抑制する観点から「NiF8」の全面置き換えは回避することが望ましい。 

以上を踏まえて熊毛地域の関係者と協議した結果、今後も黒穂病対策として「NiF8」
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を1割程度維持する必要があるため、収穫の約1割を占める手刈り収穫を行う生産者に

向けては引き続き「NiF8」の利用を推奨する方針が示された。すなわち、「はるのおうぎ」

は、ハーベスタ収穫される「NiF8」の約8割（約1,050ha）を主な代替対象として当面

の普及を進めることが想定される。並行して、同じく多収で黒穂病抵抗性に劣る

「NiTn18」について、「NiTn18」の茎伸⾧が旺盛なため倒伏が著しく収穫効率が低下

している高地力圃場の一部について、耐倒伏性の観点から「はるのおうぎ」への置き換え

が進むことも想定される。 

以上から、熊毛地域において2025年度には合計1,150ha程度の普及が可能であ

ると考えられる。 

奄美地域における普及見込み面積については、鹿児島県により検討されているところ

である。 
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9. 用語解説 

 

 

 

 

 

  

用語 解　説

春植え 春季（一般的に1月中旬～3月下旬）に植付け、およそ1年間栽培し、1月～3
月に収穫する栽培法。

夏植え 夏季（8月～9月下旬）に植付け、およそ1年半栽培し12月頃から収穫する栽
培法。

株出し 前作（春植え・夏植え）収穫後の萌芽茎を仕立て、およそ1年間栽培し、1月
～3月に収穫する栽培法。
なお、1回目の収穫後の株出しを1回株出し、1回株出し収穫後の株出しを2回
株出しと称す。

多回株出し 多数回株出しを続ける栽培方法。
株出し萌芽性 株出しでの萌芽の良し悪し。
萌芽 収穫後に地下株の腋芽が出芽してくること。
茎数型 茎数が多く、茎数の増加が増収に結びつく品種のタイプのこと。
早期高糖性 さとうきびは通常1月頃に収穫に適する高い糖度（蔗糖含量）に達する。11月

や12月などの早い時期から高い糖度である特性を表す。
脱葉性 枯葉の茎からの剥がれ易さの程度で、収穫調整の作業性に関係する形質。収穫

期の乾燥状態の時に手で枯葉を剥いで評価する。機械収穫でのトラッシュ率、手
刈り収穫での作業効率に関係する。

甘しゃ糖度 茎の中に含まれる蔗糖の重量百分率で、我が国の品質取引制度の基準となって
いる。

可製糖量 計算上の単位面積当たりの製糖量（蔗糖生産量）で、原料茎重と可製糖率の
相乗積で表される。
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10_1380.html 

 

 

担当窓口、連絡先 
外部からの受付窓口: 

農研機構 九州沖縄農業研究センター 事業化推進室 096-242-7555  
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「農研機構」は、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。 


